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このたびは、アイチのテストメーター「ＴＲ‐Ⅴ」をお求めいただき誠にありがとうご

ざいます。 

●ご使用になる前に、この取扱説明書をお読みいただき、正しくお使いください。 

●お読みになった後も、この取扱説明書は必ず保管してください。 
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１．概要 

●テストメーター（ＴＲ‐Ⅴ）は、ポータブル式のテストメーターです。 

●計量部に電子式水道メーター（ＥＤＳ２０Ｒ）を使用し、パルス出力により、積算流量表示（トータ

ル積算），瞬時流量表示（Ｌ／ｈ，Ｌ／ｍｉｎ），トリップ積算表示（リセット機能有り）の切り替

えが可能なカウンターを搭載しています。 

●既設水道メーターの器差確認を現地で行うためのメーターです。 

 

 

２．安全に正しくお使いいただくために 

テストメーター「ＴＲ‐Ⅴ」を安全に正しくお使いいただくために、この項は必ずお読みください。 

この取扱説明書では、製品を正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未

然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

内容をよくご理解の上、本文をお読みください。 

 表 示 意 味 記載頁  

 

危険 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負

う危険が切迫して生じることが想定されることを表しています。 
なし 

 

警告 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡または重傷

を負う可能性が想定されることを表しています。 
なし 

 

注意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が損害を負う可能

性が想定される、および物的損害のみの発生が想定されることを表して

います。 

３ 

   

その他の絵表示には、次のような意味があります。 

 

 

 

一般的な禁止              分解禁止              必ず行う 
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３．安全のために必ずお守りください 

　　注意
 

１． 

 

テストメーターを落下させないでください。 

テストメーターを落下させたり、強い衝撃を与えないでください。けがをしたり、

テストメーターが破損し、正確な計量ができなくなる恐れがあります。 

２． 

 

テストメーターに衝撃圧を加えないでください。 

テストメーターを衝撃圧がかかる配管系に設置したり、配管系に接続した状態で給

水バルブを急激に開閉しないでください。テストメーター及び接続部からの漏水に

つながる恐れがあります。また、テストメーターの取り付けが不完全な場合、テス

トメーター接続部から水が勢いよく吹き出る恐れがあります。 

（最大許容使用圧力：０．７５ＭＰａ） 

３． 

 

テストメーターを取り外す際には、管内の圧力を充分に抜いてください。 

圧力が管内に残っていると、テストメーター取付部から水が勢いよく吹き出る恐れ

があります。 

４． 

 

テストメーターに水をかけたり、機器の内部に異物が入らないようにしてください。 

テストメーター内部の電子式水道メーター及びカウンターの故障につながる恐れが

あります。 

 

 

４．運搬，保管，管理，廃棄 

 

 

 

１． 
 

ゴミ，異物等の侵入を防止するため、メーター接続部にはキャップを装着してくださ

い。また、使用後はメーター内の水を充分に除去してください。 

 

２． 
 

破損防止及び器差精度確保のため、テストメーターは、以下の温度で使用，保管して

ください。 

使用(保管)周囲温度：－１０ ～ ＋５０℃（＋１４ ～ ＋１２２℉ ） 
使用水温範囲：＋０．１ ～ ＋３０℃（＋３２．１８ ～ ＋８６℉ ） ※凍結不可 

３． 

 

テストメーターを分解，修理，改造しないでください。 

テストメーターの破損，漏水，器差精度低下につながる恐れがあります。また、保証

範囲から除外させていただきますので、ご注意ください。 

テストメーターに異常が見られた場合は、販売店にご連絡ください。 

４． 破損は修復不可能です。破損した場合は、本体ごと交換してください。修理や部品交換はでき

ませんので、製品の取り扱いには、十分に注意してください。 

５． 器差精度確保のため、定期的（２年間隔）な点検をお奨めします。 

（計量部に使用しているメーターは検定品（８年検満）ですが、本テストメーターは持ち運び

仕様のため、定期的な器差精度の確認をお奨めしています） 
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「９．各部の名称」（Ｐ８）をご参照ください。 

(1)本体の流水方向を確認してください。 

  

入口(上流側) 出口(下流側) 
 

※テストメーターを逆取付した状態で通水すると、逆流させた量と同量以上の水を正方向に通水するま

で、カウンターは不動となります。誤って逆流させてしまった場合には、正しい向きに接続し直し、

逆流させた量と同量以上の水を通水してください。 
 

(2)付属のワンタッチ継手（コネクタ）付きホース（上流側は両コネクタ、下流側は片側コネクタの透

明ホース）を本体の継手（ニップル）に取り付けてください。（軽くホースを引っ張り、確実に取

り付いていることを確認してください） 

(3)取り付ける蛇口のタイプに合わせて、付属の下記継手（ニップル）を選択して蛇口に取り付けてく

ださい。 

①バンド付き蛇口ニップル（パイプ式自在水栓 1/2 呼(13)蛇口用） 

②泡沫蛇口用ニップル（シングルレバー等） 

(4)本体に取り付けた上流側ホース（両コネクタ）の反対側のワンタッチ継手（コネクタ）を蛇口に取

り付けた継手（ニップル）に取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． カウンターの電池寿命は、約４年です。（電池寿命は、使用環境により変動します） 

電池残量が無くなりますと、カウンターの表示部左上に“ＢＡＴＴ”のアラームメッセージが

点滅しますので、電池交換が必要となります。 

（電池交換につきましては、「８．保障とアフターサービス」（Ｐ７）をご参照ください） 

※電池切れ及び電池交換により、カウンターの電源が OFF になった場合でも、積算流量表示(ト

ータル積算)の値及びカウンターの設定値がリセットされることはありません。 

 

 

 電池残量低下（ＢＡＴＴ） 

７． 

 

廃棄の際は、製品の切断，分解，形状の変更，加熱，裸火のそばや火中に置くこと、

またはこれらに類する行為は行わないでください。 

計量部に使用しているメーター及びカウンターには、リチウム電池が使用されており、

発熱，発火，割れる恐れがありますので、十分にご注意ください。 

※使用済みの電池は、政府，地方自治体の規則に従って廃棄してください。 

５．テストメーターの取付方法 
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６．テスト方法 

 
１．準備（表示操作の詳細につきましては「７．表示操作手順」（Ｐ７）をご参照ください） 

(1)メーター内を水が充満して流れるよう、メーター内の空気を充分に除去してください。 

(2)出口側ホースは、本体より高い箇所を作り、止水時に空気が流れ込まないようにしてください。ま

た、本体は水平になるように置いてください。 

(3)本体のバルブを閉め、配管からの漏れが無いことを確認してください。 

(4)カウンターの表示を「瞬時流量表示」にしてください。 

瞬時流量表示は、表示の左側２桁に「ｂ１」または「ｂ２」が表示され、且つ最大４桁表示となり

ます。 

  

ｂ１：Ｌ／ｈ ｂ２：Ｌ／ｍｉｎ 
 

(5)本体のバルブを全開にし、給水栓の開度により検査流量の調整を行ってください。 

検査流量は、付属の器差成績表に記載された流量で行ってください。（流量一覧表（Ｐ５）参照く

ださい） 

なお、本メーターの瞬時流量の表示単位は、表示の左側２桁がｂ１の場合「Ｌ／ｈ」、ｂ２の場合

「Ｌ／ｍｉｎ」であります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(6)流量を調整後、本体のバルブを閉めてください。 

(7)カウンターの表示を  ボタンを押すこと（ｂ１の場合２回、ｂ２の場合１回）で、最大７桁

の「トリップ積算表示」に移動します。 

トリップ積算表示は、表示の左側１桁が「Ｃ」となります。 

 

トリップ積算表示（最大７桁） 

(8)  ボタンを押してゼロリセットしてください。 

 
 
 
 
 

 

 

○流量一覧表  

器差成績表 

記載流量 

流 量 

Ｌ／ｈ Ｌ／ｍｉｎ 

大 流 １０００ １６．６７ 

中 流 ２００ ３．３３ 

小 流 １００ １．６７ 
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２．検査 

(1)被検査メーターの指示値を読み取ります。 

(2)本体のバルブを全開にします。流す水量は１００Ｌ(推奨)です。 

(3)本体のバルブを閉め、被検査メーターの指示値を読み取ります。 

(4)器差の算出は、以下の式で求めることができます。 
 

 
 

器差補正値：添付器差成績表に記載された該当流量の器差を加算してください。 

（マイナス器差の場合は、減算） 

 

 

器差成績表(標準見本) 
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７．表示操作手順 

○表示は、  を押すと、下図のようにローテーション表示します。 

 

 

 

 

（最大８桁表示） 

積算流量表示(トータル積算) 

積算流量を表示します。 
 

 を押しても、積算流量はゼロリセットされませ

ん。 

 

 

 

（最大４桁表示） 

瞬時流量表示（Ｌ／ｈ） 

瞬時流量を表示します。 

 

 

 

（最大４桁表示） 

瞬時流量表示（Ｌ／ｍｉｎ） 

瞬時流量を表示します。 

 

 

 

（最大７桁表示） 

トリップ積算表示 

トリップ積算を表示します。 
 

 を押すと、トリップ積算はゼロリセットされます。 

積算流量・瞬時流量表示に切り替えても、トリップ積算は

ゼロリセットされません。 

 

 

 

  を５秒以上長押ししない 

計測モードから設定モードに移ります。誤って設定を行うと、正しく測

定できなくなります。 

 設定モードになっていないか確認 

 または  を押した際、表示が上図以外の場合、設定モードになって

います。誤って設定を行うと、正しく測定できなくなります。 

 

◎設定モードから計測モードへは、  または  を押すことで表

示を「ｂｄＡｔＡ」にし、  を５秒間押すことで復帰します。 

 
 



 - 8 - 

８．各部の名称 
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９．保証とアフターサービス 

 

●保証期間 

ご購入日から１年間は、当社の製造上の問題が起因する故障は、無償で交換または修理致します。 

 

●修理されるとき 

メーターに異常があるときは、当社支店または営業所に修理を依頼してください。 

その際、故障の状況をできるだけ詳しくお知らせください。 

なお、保証期間経過後の修理は、機能復帰ができる場合に限り有償にて行います。 

 

●電池交換されるとき 

電池交換が必要なときは、当社支店または営業所にご連絡ください。 

本製品は、お客様自身で電池交換していただくことが可能です。 

ただし、交換用電池は有償であり、お客様自身で交換する際のトラブル及び交換後の製品は、保証

範囲から除外させていただきますので、ご注意ください。 

(お客様自身での電池交換方法は、添付別紙「電池交換要領」をご参照ください) 

また、当社へ電池交換をご依頼いただくことも可能です。 

ただし、当社での電池交換対応についても有償となります。 

 

●保証範囲 

本製品は万全の品質保証体制で製造しておりますが、正常な使用状態において保証期間内に当社製

造責任による故障が生じた場合、修理または代替品の納入を無償で行わせていただきます。 

ただし、故障した製品の無償対応の適否は、当社の調査結果によるものとします。 

また、以下の項目に該当する場合は、この保証範囲から除外させていただきます。 

 

１）カタログ、製品仕様書、取扱説明書などの記載事項に従わないで使用した場合の故障 

２）火災、地震、風水害、落雷などの災害および犯罪などの破損行為に起因する故障 

３）腐食環境下での使用による製品腐食に起因する故障 

４）犬、猫、ねずみ、昆虫などの生物の行為に起因する故障 

５）故障の原因が当社製品以外に起因する故障 

６）出荷当時の科学・技術水準で予見不可能であった故障 

７）当社または当社が指定したもの以外による修理や改造による故障 

８）不適当な点検や消耗部品の保守・交換に起因する故障 

 

なお、ここでいう保証は当社製品単体の保証を意味するもので、当社製品の故障から誘発されるお

客様の損害（当社製品以外への損害・損傷、逸失利益、機会損失、輸送費用、工事費用など）につ

きましては、保証範囲外とさせていただきます。 
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